
　

県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
が
１０
月
１
日（
土
）に
開
館
し
ま
し
た
。栄
華
を

誇
っ
た
戦
国
城
下
町
の
全
体
像
や
歴
史
的
価
値
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ

の
施
設
で
は
、「
遺
跡
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
施
設
」と
し
て
遺
跡
見
学
の
拠
点
と
な
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
ま
す
。

　

現
代
に
よ
み
が
え
っ
た
中
世
都
市
遺
跡
へ
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
は
、戦
国
時
代
に
朝

倉
氏
が
５
代
約
１
０
０
年
間
に
わ
た
っ
て
治

め
た
城
下
町
跡
で
す
。織
田
軍
に
よ
っ
て
焼

き
討
ち
に
遭
い
、４
０
０
年
以
上
も
土
に
埋

も
れ
て
い
ま
し
た
が
、約
半
世
紀
に
わ
た
る

発
掘
調
査
に
よ
り
、当
主
の
館
や
武
家
屋

敷
、道
路
や
井
戸
な
ど
、町
並
み
が
ほ
ぼ
完

全
な
姿
で
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。１
万
人
以

上
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
た
日
本
有
数
の

大
文
化
都
市
で
、そ
の
周
辺
に
は
、城
下
を

守
る
山
城
や
生
活
を
支
え
る
商
業
地
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
の
特
別
史
跡
・
特
別
名
勝
の
指
定
を
受

け
た
貴
重
な
都
市
遺
跡
で
、出
土
品
は
重

要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
は
、

本
館
と
分
館（
※
旧
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資

料
館
）の
2
棟
で
構
成
さ
れ
、朝
倉
氏
の
歴

史
や
遺
跡
の
見
ど
こ
ろ
を
大
型
映
像
な
ど

で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

や
考
古
学
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
く
学
べ
る
施

設
と
な
っ
て
い
ま
す
。昭和42年からこれまでの発掘調査の歩みを、

貴重な当時の資料や写真、映像、出土遺物な
どを交えて振り返ります。
［観覧料］ 一般1200円、高校生800円、

小中学生500円、70歳以上700円
（基本展示もご覧いただけます）

事前予約制（詳しくは4ページ）

開館記念特別展Ⅰ
「発掘調査の歩み」
令和５年１月３１日（火）まで

特
集
❶
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン

国内外で活躍する建築家　内藤 廣 氏（東京大学名誉教授）が設計

戦
国
ロ
マ
ン

現
代
に
よ
み
が
え
る

日
本
最
大
の
中
世
都
市
遺
跡

基
本
展
示
室

遺跡内の城下町の一部（２５０ｍ×１３０ｍ）を３０分の１のスケー
ルで再現した巨大ジオラマ。徹底した歴史考証をもとに、武家屋
敷や寺院、町屋など、約１２０体の人形が当時の一乗谷の情景を
いきいきと表現。

後の将軍足利義昭をもてなした部屋「十二間」
には、朝倉氏のお抱え絵師による障壁画や座
敷飾りなどが忠実に再現されています。

一
乗
谷
の
栄
華
を
物
語
る
５
代
当
主
義
景
の

居
館
の
一
部
を
原
寸
大
で
再
現
。義
景
が
見
た

風
景
を
そ
の
ま
ま
体
験
で
き
ま
す
。庭
園
中

央
、日
本
最
古
の
花
壇
に
は
、越
前
和
紙
で
精

巧
に
つ
く
ら
れ
た
四
季
の
花
が
並
び
ま
す
。

多
様
な
出
土
品
に
よ
り
、

当
時
の
豊
か
な
く
ら
し
や

職
人
た
ち
の
高
度
な
技
術
、

一
乗
谷
に
花
開
い
た

華
麗
な
文
化
な
ど
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

遺
構
展
示
室

朝
倉
館
原
寸
再
現
室

博
物
館
を
建
設
す
る
際
の
発
掘
調
査
で
偶
然

発
見
さ
れ
た「
石
敷
遺
構
」を
そ
の
ま
ま
露
出

展
示
。大
き
な
商
業
地
・
流
通
拠
点
で
あ
っ
た

川
湊「
一
乗
の
入
江
」の
一
角
に
あ
た
り
、道
路
あ

る
い
は
船
着
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。専
門
家
か
ら「
戦
国
期
の
港
湾

施
設
を
示
す
遺
構
と
し
て
非
常
に
重
要
」と
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

Point
館原寸再現

Point
そのまま展

示

Point
城下町ジオラマ

よ
し
か
げ

あ
さ
く
ら
や
か
た

い
し
じ
き
い
こ
う

い

り

え

か
わ
み
な
と



新博物館は、全国に誇る中世都市遺跡の価
値や魅力を十分に楽しんでいただける施設と
なっております。ここを拠点に、一乗谷のさらな
る魅力向上とファン獲得に向けたしかけづくり
を進め、日本最大の戦国フィールドミュージア
ムを目指します。 知事 杉本 達治

福井県の新たな名所へ
戦国ロマンを
体感しに来てください

知事メッセージ みなさんご一緒に

JR越美北線 戦国列車
戦国武将のシルエットや朝倉氏の家
紋が描かれたラッピング列車。車内
ではスマートフォン用アプリで戦国武
将のキャラクターが登場するAR（拡
張現実）もお楽しみいただけます（列
車は不定期運行）。博物館最寄りの
「一乗谷駅」も戦国時代の屋敷風に
装飾されているので要チェック！

戦国城下町生活再現（11月末までの土日祝日開催）
武家屋敷や庶民の町家などリアルな町並みが再現された復原町
並で、武士や商人、町人など、さまざまな身分の人々が暮らしてい
る様子を演出。実際に当時の衣装や遊びなども体験できます。
※復原町並の入場料が必要

一乗谷朝倉氏遺跡ポータル
「ICHIJOーDANI」
遺跡・博物館のイベントや戦国列車ツ
アー情報の閲覧、案内ガイドの予約など、
これひとつで完結！一乗谷へお出かけの
際は、ぜひチェックしてみてください。

スマートフォンアプリをダウンロードして、
遺跡を散策しましょう！ 再現スポットに近
づくと、当時の建物や情景が出現します。

一
乗
谷
を
と
こ
と
ん
遊
び
つ
く
す
！

ポータルサイトは
こちら

福井市安波賀中島町8-10
開館時間9：00～17：00（入館は16：30まで）
【基本展示観覧料】
一般700円、高校生400円、小中学生200円、70歳以上350円
休館日 月曜（特別展等の開催中は休館しません）、年末年始
TEL 0776-41-7700　FAX 41-7701

＼戦国時代のにぎわいが出現
！／唐門号に乗車し、ガイドが博物館と遺跡をご案内します

（事前予約制）。

道の駅「あさくら水の駅」、博物館、復原町
並、明智神社など８か所を巡ります。

復原町並と博物館をつなぐ直行便。

事前予約はこちら

ダウンロードは
こちら

平日・休日を問わず、
必ず予約をしてからご来館ください
※電話、FAX、メールでは受け付けません

WEB事前予約制

戦
国
城
下
町

 無料  広域周遊バス（11月末までの土日祝日運行）

 有料  博物館・遺跡ガイド付バスツアー

遺跡を巡る

騎馬武者号
き ば む し ゃ

唐門号
か ら も

ん


